
　ゆとり教育に始まり，�ここ何年かはずっと子どもた�ちの�

学力低下が言われていま�す。もっと授業の量を増やせ�ば解�

決するのではないかとか�，総合授業をさせれば解決す�るの�

ではないかなどの試みも�なされてきま�し�た。ところが世界�

を見回�し�てみると授業量が日本�よりも少ないはずのフィン�

ラン�ド�が学力で世界一になって�います。その学力の源は読�

解力といわれています。�

　�

　ヒ�ト�が物事を認識する順番は�，まず体験から始まります。�

ここまでは他の生物とも�似ていますが，ヒ�ト�は更に�「言葉」�

に�し�ます。そ�し�てその体験が言葉によっ�て，別の個体へ受�

け継がれます。ただこの�受け継ぐべき個体に，それを�読解�

する力がなければ通じま�せん。そこで体験が重要にな�りま�

す。ヒ�ト�それぞれ，生きている�といろんな体験を�し�ますが，�

大体基本となる体験があ�ってこそ，同�じ�言葉を話�し�，通�じ�

合うことが出来ます。�

　�

　大人に比べると子ども�たちの体験はまだまだ足りま�せん。�

大人の目には無駄に見え�るかも�し�れない動作も，子どもが�

成長�し�ていくうえでは大切なも�のです。�「汚れるから土に触�

る�の�は�止�め�な�さ�い」�「危�な�い�か�ら�刃�物�に�触�っ�ち�ゃ�い�け�ま�せ�

ん」一見，子どものこと�を考えたとても優�し�い親切な言葉�

ですが，実際のところ，�子どものための言葉ではなく�，指�

導する大人の身を守るた�めの言葉です。�「子どもを守る」�＝�

「なにもさせない」とい�う思考はとても厄介です。最�近の�

料理教室では子どもたち�に行動に自信がない，指示待�ちの�
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　日本の食育の�草分け，NHK「ひとりでできるもん�！」を監修，幼�児期からの食育�の基礎をつく�る。�「台所は社会の�縮図」として�，生活者の立場�からの料理づく�りをめざす。�
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子がよく見受けられます。�聞いてみると，これまで見守�っ�

てきたまたは指導の方が思�ったことと違うことをすると�怒�

られるので，何をするに�し�ても怒られないように，減点�さ�

れないように，まず指導す�る側の意見を聞くというので�す。�

こんな別の例もあります。�朝食欠食が問題となっている�と�

ある自治体で，１ヶ月でこ�の状態を直す計画を立て，き�れ�

いなカ�レ�ンダーを用意�し�ま�し�た。毎朝朝食を食べたかど�う�

かチェックする表を配る際�，�「朝食を食べるのが良い子�」�と�

説明�し�てから○×をつけるように�といいま�し�た。果た�し�て�

一ヵ月後，全員が○をつけ�てきま�し�た。子どもだけでなく�

「あなたは悪い人と」いわ�れて嬉�し�い人はいないで�し�ょう。�

大人が押�し�付ける判断で，子ども�はまだやってもいないこ�

とに対�し�て自信をなく�し�たり，指示待ちをするの�です。�

　�

　もちろん指導者は子ども�の安全に対�し�て細心の注意を払�

わなければなりません。た�だ，大人の思うように子ども�を�

操作することは子どもの体�験の邪魔をすることになりま�す。�

単なる大人の指導視点で見�る良い子・悪い子という分類�な�

のです。これでは子どもの�体験は育ちません。体験が足�り�

なくなると，また言葉が通じ�にくくなります。どんなに�本�

を読んでも，水を触ったこ�とのない人に水がどんなもの�で�

あるか知らせるのは至難の�わざで�し�ょう。子どもも同じ，�

体験がないと文字そのもの�は良くわかっても，その文字�が�

具体的に何を意味するのか�がわからなくなるのです。押�し�

付けでない体験を�し�，それと言葉を繋ぎ合わせる�ことが本�

当の学力である読解力に繋�がっていくのです。�
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体験と言葉をつなぐ教育�

坂本廣子�
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1．新学習指導要領と指導計画�

　今回の学習指導要領の改訂では，小学校家庭科，中�

学校技術・家庭科家庭分野ともに，�Ａ�（1）�にガイダンス�

的な内容が位置付けられた。�

　ガイダンスとは，それまでの自分の生活や学習を踏�

まえ，２学年間�（中学校は３学年間）�の学習の見通�し�を�

立てさせるためのものであり，意欲的な学習をスター�

ト�させるための仕掛けでもある。�

　このガイダンスのねらいを実現するためには，指導�

者自身が２学年間�（中学校は３学年間）�の指導内容を十�

分に把握�し�ておくことが重要であり，教科目標の実現�

のために，各題材をどうつなぎ，どう発展させるのか，�

ということを十分に考えておく必要がある。�

　つまり，ガイダンスと切り離すことのできないもの�

が指導計画であり今回は，�『個々の題材の指導内容は異�

なるけれども，一つ一つの題材の中に目指す子どもの�

姿がくっきりと浮かびあがるような指導計画』の作成�

が�求�め�ら�れ�て�い�る。そ�の�た�め�に�は，２�学�年�間�（�３�学�年�

間�）�の�全�題�材�が�一�つ�の�目�標�に�向�か�っ�て�連�結し�て�い�る�こ�

とが重要であり，このような計画に基づき指導を行う�

ことができれば，子どもたちは目指す方向に向かって�

意欲的に学習�し�，その結果，効果的に教科の目標を実�

現することができると考える。�

　これが，今回強調されている「ス�ト�ーリー性のある�

指導計画」の考え方でもある。�

　�

2．ス�ト�ーリー性のある指導計画�

（1）�　�ス�ト�ーリーを示す効果�

　�「ス�ト�ーリー」�とは，教科の目標を踏まえ，目指す子�

どもの姿に近づけるための目標や指導の道筋のことを�

指す。ス�ト�ーリー性のある指導計画の効果と�し�ては，�

次のような点を挙げることができる。�

○ス�ト�ーリーを考えることで，教師自身の指導の流れ�

を明確にすることができる。�

○２学年間�（３学年間）�ではぐくみたい子どもの姿が明�

確になり，常にその姿を意識�し�て指導に当たること�

ができる。�

○子どもにス�ト�ーリーを示すことにより，これからの�

学習の見通�し�を分かりやすく伝え，意欲的な学習に�

つなげることができる。�

（2）�　�ス�ト�ーリー性のある指導計画作成の手順�

　次に指導計画作成の手順を示す。�

①教科の目標を踏まえ，子どもや学校，地域の実態に�

応�じ�て，家庭科ではぐくみたい子どもの姿を明確に�

する。�

②２学年間�（３学年間）�の学習を通�し�てイメージ�し�た子�

どもの姿へと高めるために，どのように学習活動を�

積み上げるか，�その姿に近づけるための２学年間�（３�

学�年�間�）�の�指�導�（�目�標�）�の�大�ま�か�な�流�れ�（�ス�ト�ー�リ�ー�）�

を考える。�

③その流れにそって，２学年間�（３学年間）�の題材を決�

める。流れを意識�し�て，題材をつなげ，積み上げて�

いく視点が大切である。�

④題材の配当授業時数を確認�し�調整を行う。その際，�

ＡからＤの各内容に必要な授業時数を配当すること�

が大切で，以下の授業時数を参考に，子どもや学校，�

地域の実態に応�じ�て，適切な時数を配当する必要が�

ある。�

（3）�　�指導計画の様式�

　�「目指す子どもの姿」�と�「ス�ト�ーリー」�を明記する指�

導計画の様式例を次に示す。�

　�

3．魅力ある指導計画の作成�

　子どもは，楽�し�く魅力的な授業を心待ちに�し�ている。�

待ち望んでいた授業に出会った時の子どもの眼差�し�は，�

好奇心に満ち，すべてを飲み込むほどの勢いがある。�

　このような授業を実現させるためには，子どもの思�

考の流れ，�好奇心，�経験等を把握�し�，�「なるほど，�分か�

った！」という体験につなぐ指導計画が求められる。�

ここで，魅力ある指導計画とするための要点を整理�し�

てみよう。�

○子どもの実態に沿った指導計画となっているか？�

　自分の知識や技能が積み上がっているという実感に�

つなぐ指導計画を工夫する。�

○実践的・体験的な学習活動や言語活動，家庭実践を�

効果的に導入�し�，�「分かった」�「できた」という体験�

ができる計画となっているか？�

○知りたいこと，できるようになりたいことが達成で�

きるよう，問題解決的な学習を組み込んだ指導の流�

れを工夫�し�，主体的な問題解決ができる計画となっ�

ているか？�

○学習�し�たことを生かす場面を設けているか？�

　新�し�い発想を生み出す機会ともなる。�

　�

4．移行期にすべきこと�

　小学校は平成23年度から，中学校は平成24年度から，�

新教育課程の全面実施となる。�

　家庭科，技術・家庭科においては，各内容を履修学�

年を示さずに一つにまとめて示�し�ていることから，指�

導に当たっては，全面実施の年に小学校第６学年や中�

学校第３学年になる児童生徒に対�し�ても，示された学�

習内容が漏れなく指導できるように計画を立て，順次�

新内容に移行する必要がある。�

　そのためには，小中学校ともに，平成22年度から新�

学習指導要領に基づく指導計画の下，ガイダンス等の�

指導を行う必要がある。�

　準備を怠りなく，新�し�い学習指導要領の趣旨が生き�

る指導を進めていきたい。�

Ａ� Ｂ� Ｃ� Ｄ�

15 45 45 10

内　容�

授業時数�

【小学校家庭科の授業時数配当例】� （時数）�

Ａ� Ｂ� Ｃ� Ｄ�

15～20 25～30 20～25 8～10

内　容�

授業時数�

【中学校技術・家庭家庭分野の授業時数配当例】�（時数）�

課題�と�実践�

4～9

 ※�「課題と実践」は「生活の課題と実践」�のこと。外数。�
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1．は�じ�めに　―人間と技術の共存・協働―�

　2007年10月12日，首都圏において大規模な自動改札�

機の�ト�ラブルが発生�し�た。通常であれば，多くの利用�

客がSuica等を使って通り抜けるのであるが，�この日は�

素通りの状態である。ニュースの記事や後日放映され�

たTVの解説番組によると，�ホス�ト�サーバから送られる�

無効カー�ド�データが，特定のデータ容量だと受け付け�

なくなり，この日のデータが，たまたまその条件に当�

てはまったことが原因だったという。小さなプログラ�

ムのバグが，約260万人に影響を与えた事例である。�

　このように，現代社会は，技術が人間と共存�し�，協�

働することによって成り立っている。私たちは，現代�

社会に住む一員と�し�て，技術の潜在的な可能性や限界，�

危険性等についての認識を共有�し�ておく必要がある。�

　OECDのDeSeCoプロジェク�ト�では，�キー・コン�ピ�テ�

ンシー�（主要能力）�の一つと�し�て，�「技術�（広義の技術）�を�

相互作用的に用いる能力」を取り上げている。ここで�

は，�「利用者が技術の性質を理解�し�て，�その潜在的な可�

能性について考えれば，技術はいっそう相互作用的に�

用いることができる。もっと重要な点は，こう�し�た技�

術的な道具に眠る可能性を，人が自分たちの状況や目�

標に関連づけていくことの必要性である。�1）�」�と指摘す�

る。�

　�

2．技術を評価�し�活用する能力と態度�

　今回の新学習指導要領における技術・家庭科技術分�

野�（以下，�「技術分野」とする）�の目標には，�「技術を適�

切に評価�し�活用する能力と態度」が明確に示された。�

この文言は，目標の最終段階にて述べられていること�

から，技術分野の最終目標と解釈できる。解説書によ�

れ�ば，�「技�術�を�適�切�に�評�価�し�活�用�す�る�能�力�と�態�度�と�は，�

技術分野の学習を通�し�て身に付けた基礎的・基本的な�

知識及び技術，さらには，技術と社会や環境とのかか�

わりについての理解に基づき，技術の在り方や活用の�

仕方などに対�し�て客観的に判断・評価�し�，主体的に活�

用できるようにすることを示�し�ている。�2）�」�となってい�

る。これは，先に述べた「技術の潜在的な可能性や限�

界，危険性等についての認識」を，客観的に判断�し�た�

り評価�し�たり�し�ながら進めていくことに他ならない。�

そ�し�て，本教科の特質から，基礎的な知識・技能，技�

術と社会や環境とのかかわりについての理解を，単な�

る机上のみの学習で行うのではなく，実践的・体験的�

に実施するということが求められている。このような�

目標及び方法論を持ち合わせている教科・分野は，唯�

一技術分野のみである。�

　これまでも，本教科は，技術に関する知識体系の基�

本的なものと，技能とを一体と�し�て習得できるように�

し�，それらを各種の技術的場面に主体的に広く適用で�

きるような能力，言い換えれば，技術的な課題解決力�

の育成をめざ�し�てきた。この能力をもって，実践に至�

るためには，知識，技能，思考力・判断力を一体と�し�

て働かせようとする「態度」が形成されていなければ�

ならない。このように考えると「技術を適切に評価�し�

活用する能力と態度」の形成は，評価という観点が加�

味されてはいるものの，まったく新�し�い概念ではなく，�

目標と�し�てより明確に示された文言ということができ�

るであろう。�

　�

3．指導計画の立案�

　次に，技術を適切に評価�し�活用する能力と態度を形�

成するための指導計画立案に際�し�て，配慮�し�たい事柄�

を二つに絞って述べたい。�

（1）�　�ゴールの設定と下位目標間の関係構築�

　技術を適切に評価�し�活用する能力と態度の形成は，�

一朝一夕に行われるものではなく，三年間というスパ�

ンの中で徐々に形成されていくものである。そのため，�

指導計画を立案する際には，三年後の「技術を適切に�

評価�し�活用する能力と態度の形成された生徒の姿」�（以�

下，�「めざす姿」�）�を規定�し�，�その下位目標となる各題材�

におけるめざす姿を規定することから始めたい。そ�し�

て，三年後のめざす姿と各題材におけるめざす姿との�

関係を，時系列を踏まえて構築�し�ておくことが大切と�

なる。�

（2）�　�生徒の実態を踏まえた題材展開の作成�

　目標の関係を構築�し�たら，各題材の指導計画を立案�

する。実は，この取り組みが本教科を担当する教師の�

力量がもっとも問われるところである。移行期の現在，�

とかく，製作題材のみに目が向きがちになるが，各題�

材におけるめざす姿を具現するための題材展開を緻密�

に計画�し�たい。当然，単なる知識・技能の伝達や，単�

なる体験活動であってはならない。�

　この際，�特に配慮�し�たいことは，�例えば，�「このよう�

な実態の生徒であるから，このような展開案で進めて�

いけば，○○のような知識，技能，思考力・判断力が�

身につき，○○の活動を通�し�て，○○を�し�ていこうと�

する態度が形成される」という生徒の姿を踏まえた指�

導計画の作成である。そのために，教師の支援・指導�

と対応させた生徒の認知的実態を「予想される生徒の�

反応」と�し�て具体的に明記する緻密な題材展開づくり�

を勧めたい。�

　�

4．おわりに�

　技術を適切に評価�し�活用する能力と態度を，技術分�

野の目標と�し�て明確に示�し�たことは，時代にマッチ�し�

た技術科教育という観点から評価�し�たい。今後，研究�

者と�し�ては，技術を評価�し�活用する能力と態度を把握�

する客観的な方法論の確立，その前提となるこれら能�

力や態度の構造を分析する必要があると考えている。�

し�か�し�，何よりも大切なことは，生徒一人一人が，技�

術分野の学習に対する意義を理解するとともに，本学�

習に対する有用感を�し�っかり高めて，卒業�し�ていくこ�

とである。そのための指導計画について，校内外の各�

研究会において，先生方相互に討論を�し�つつ，練り上�

げていってほ�し�いと思う。�
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1．は�じ�めに�

　�「プログラムと計測・�制御」�の履修率は平成14年ころ�のあ�

る県の調査であれば20％�程度であったそうだが，新指�導要�

領では必修となるという�ことで，�今後は100％にならなくて�

はいけない。�

　完全実施を控えて，制�御の学習指導において初心者�の先�

生方や免許外の先生方も�含め，全ての先生方が「プロ�グラ�

ムによる計測・制御」の�指導に取り組めるように，簡�単に�

取り扱える「ヒダピオシ�ステム」を開発�し�てきた。�

　�

2．制御学習が敬遠される理�由�

　これまで取り組むこと�を躊躇�し�てきた先生方の理由をま�

とめると，�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�技術分野�］�の実践�
�

兵庫県三田市立長坂中�学校　�浅田　�寿展�

～�「�ヒ�ダ�ピ�オ�シ�ス�テ�ム」�を�利用�し�た計測・制御学習～�

①制御学習用ソフ�ト�の取り扱いが難�し�く，�書式通りに打ち込�

ませるのは大変。�見本のプログラム�を真似るだけで，�プロ�

グラムの工夫もで�きないまま終わる。�

②ハー�ド�が高価なため，十分な�数の教具を準備できな�い。�

③コン�ピ�ュータの規制のため，�ハー�ド�もソフ�ト�も自分ではイ�

ンス�ト�ールできない。�

④ようやく準備�し�，�軌道に乗ったと�し�ても，�異動があればま�

た使えなくなる。�

初心者にも取り組むことが可�能な�
「プログラムによる計測�・�制御」�の教材開発をめざ�し�て�

始まった。�

　ヒダ�ピ�オシステムと�は，ハー�ド�にHIDaspxを，ソフ�ト�に�

「JA制御ヒダ�ピ�オ」�を採用�し�，さらに�「�被制御器」�や�「学�

習ノー�ト�」�などの補助教材も準備�し�，簡単にUSB-IO制御や�

マイコン制御が楽�し�める学習システムの総称で�ある。�

　�

4．�「HIDaspx」について�

　HIDaspxは�USB-IO制�御�機�能�とし�て�８�個�の�入�出�力�ポ�ー�ト�

と３個の入力ポー�ト�を備えている。�例えば出力装置にLED

を，�入力装置にCdSセルをつければ，�明るさに応�じ�て点滅す�

るプログラムを組むことが�可能となる。�

　またコン�ピ�ュータにつなげるだけでマ�ウスなどと同様に�

自動認識するため，インス�ト�ール作業は一切不要であ�る。�

　HIDaspxは，回路が�公開されている�ので自作することも�

可能である。さらに今春よ�り大手教材会社からHIDaspx＋�

８�LED＋�CdSセ�ル�の�組�立�完�成�済�み�の�学�習�回�路�（�フ�ァ�ー�ム�ウ�

ェア書込済）�が販売されるようになった。�これで従来の制御�

学習機器より扱いやすいも�のが，また格段に安く，簡�単に�

入手できるようになった。�

などが挙げられる。�

　これらの先生方の理由�は，すでに制御に取り組んで�きた�

先生方からすれば「努力�が足りない」と一蹴されるか�も知�

れない。�し�か�し�これが多くの先生方の�現状であり，何らか�

の対応が必要である。�さもなくば，�お茶を濁�し�た程度で�「制�

御学習に取り組んだ」と�いうことになって�し�まいかねない。�

　�

3．ヒダ�ピ�オシステムの開発�

　教�材�・�教�具�費�を�で�き�る�限�り�抑�え�ら�れ�る�AVRラ�イ�タ�や�

USB-IO制御機を模索�し�ていたところ，�山形県立産業技術短�

期�大�学�校�情�報�制�御�シ�ス�テ�ム�科�千�秋�広�幸�氏�ら�に�よ�っ�て�

HIDaspx（�エイチアイディーアスぺ�ッ�クス）�や周辺ツール一�

式が開発され，これを利�用�し�たヒダ�ピ�オシステムの開発が�

　またHIDaspxに計測�ボー�ド�を取り�付けると温度や電圧な�

どの測定ができたり，別の�場所で測定�し�てきた計測ボー�ド�

のデータをパソコンに取り�込んだりもできる。またプ�ログ�

ラムをマイコンに書き込む�ライタ機能も持ち合わせて�いる�

ので，�タイマーやLCDを使�った電子掲示板など，�高度な授�

業展開も可能である。�

5．�「JA制御ヒダピオ�」について�

　プログラミング学習用�ソフ�ト�と�し�て�「JA制御ヒダ�ピ�オ」�

をフリーで提供�し�ている。�言語はBASICを採用。�プログラ�

ムの入力作業のほとんど�がマウス操作だけで行えるた�め，�

キーボー�ド�からの入力が苦手な生徒でも�，負担が少なくプ�

ログラミングを楽�し�むことができる。�

　こ�の�ソ�フ�ト�の�保�存�先�は�コ�ン�ピ�ュ�ー�タ�本�体�で�も�USBメ�モ�

リなどでもよく，またイ�ンス�ト�ール作業が一切不要で利用�

できる。�

6．補助教材と指導計画�

　指�導�者�の�負�担�の�軽�減�を�図�る�た�め�に，�「学�習�プ�リ�ン�ト�」や�

「学習ノー�ト�」を準備�し�ている。このことで，初心者�の先�

生にも学習�レ�ベルを維持�し�つつ，楽に学習を進めるこ�とが�

できる。�

　�「学習ノー�ト�」�を使った学習指導計画の�一例を次に示すの�

で，参考に�し�ていただきたい。�

学習指導計画�（全9時間）�
①・ガイダンス　・コン�ピ�ュータ制御と制御回路�

②・マイコンの�し�くみ　・出力指定数と発光�ダイオー�ド�の点滅�

③・10進数と２進数�

④・プログラムの基礎的な�用語　・順次処理とプログラムの作�

成�

⑤・くり返�し�処理とプログラムの作成�

⑥・人とコン�ピ�ュータによる計測・制御の比�較�

　・アナログデータとデジ�タルデータ・センサの種類と役割�

⑦フィー�ド�バック制御と身の回りの制御�

　・アルゴリズムとフロー�チャー�ト�

⑧・センサのはたらきの確�認・分岐処理とプログラムの作成�

⑨・学習の振り返り　・単�元テス�ト�

7．生徒の感想より�

　�「この授業を�し�て，�この授業を�し�なければ興味を持たなか�

ったことを学ぶことができ�ま�し�た。初め『制御』と聞い�て，�

難�し�いのかなぁと思ってい�

たけれど，やってみて簡単�

だったので驚きま�し�た。で�

も自分的には頭を使うもの�

もあったので大変で�し�たが，�

とけたときにはよかったで�

す」�

【参考URL】�

ヒダ�ピ�オシステム：「ヒダ�ピ�オ」で検索�

http://www.ne.jp/asahi/ja/asd/gijutu/HIDapio/

千秋ゼミ：「千秋ゼミ」で検�索�

http://www-ice.yamagata-cit.ac.jp/ken/senshu/sitedev/

8．おわりに�

　ヒダ�ピ�オシステムでは，初心者�の先生方でも学習�レ�ベル�

を下げずに，より簡単に指�導できるように様々な工夫を�凝�

ら�し�てきた。例えばインス�ト�ール作業な�し�で扱えることに�

より，生徒が学習回路を家�庭に持ち帰って復習すること�も�

できる。また教師の異動に�よる様々な心配も無くなった�。�

　今後は，先生方とともに�研修に励みつつ，さらにソフ�ト�

や拡張ボー�ド�の充実などを図りたい。�

　�「�学�習�プ�リ�ン�ト�」は�イ�ン�タ�ー�ネ�ッ�ト�か�ら�ダ�ウ�ン�ロ�ー�ド�で�

き，また「学習ノー�ト�」は学習回路と同時に販売�されるよ�

うになったので，いずれも�簡単に入手できる。�

HIDaspx＋8LEDの例�

簡易プログラミングの画面�

組立済み回路の試作品�自作のブレッドボード版�
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住生活�に�か�か�わ�る�指導内容�の�比較�

1．は�じ�めに�

　栃�木�県�で�は，こ�れ�ま�で，問�題�解�決�能�力�を�高�め�る�こ�と�が　�

「生きる力」の育成につ�ながるとの考えから，実践的�・体�

験的な活動を通�し�た指導を工夫�し�てきた。今回の学習指導�

要領改訂の方針を受け，�学習が単なる体験や実習に終�わる�

ことなく，将来にわたっ�てよりよい生活を営むための�基礎�

となる能力と実践的な態�度を育むことを目指�し�て研究を進�

めている。�

　これを受けて本地区で�は，安全で快適な住まい方に�視点�

をあて，�「住生活での実践につ�ながる指導の工夫」�を研究副�

主題と�し�て取り組んできた。�

　�

2．研究の考え方�

（1）�　�目指す生徒像の設�定�

・自分の住生活に関心を�持ち，必要な知識と技術を進�んで�

身に付けることができる。�

・授業で学んだことと実�生活とのつながりを理解�し�，自身�

のよりよい生活に生かそうと�する。�

（2）�　�研究のねらい�

　生徒にとって「住まい�」とは空気のような存在で，�その�

価値に気づきにくいもの�である。また，�「住まい」�の改善と�

なるとどう�し�ても，増改築などの大が�かりなものをイメー�

ジ�し�，生徒個人ではどうにもな�らないものと捉えがちであ�

る。�

　そこで，健康かつ安全�で人間ら�し�く生きるための「住ま�

い」をもっと身近な課題�と�し�て感�じ�させ，主体的に学習に�

取り組ませるために，実�践的・体験的な学習を意図的�に取�

り入れる必要があると考�えた。つまり，学校という場�で，�

より実生活に，結び付け�て考えられる授業を展開する�こと�

に�し�た。�

　また，これまで積極的�に取り入れてきた問題解決的�な学�

習の指導展開を工夫する�ことにより，学びを学校だけ�にと�

どめずに，実生活で活用�し�ようとする意欲と態度が身�に付�

くだろうと考えた。�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

技�・�家�［�家庭分野�］�の実践�
�

小学校�

3．研究内容�

（1）�　�実践的・体験的な学�習活動の工夫�

（2）�　�学�んだ�ことを�実生�活で�活用�し�てい�こう�とす�る問�題解決�

的な学習の工夫�

　�

4．研究の実際�

　新学習指導要領では，住�生活にかかわる指導内容を�小学�

校と中学校において重複の�ないように明確に示�し�ている。�

具�体�的�に�は�，�「�小�学�校�で�の�暑�さ�・�寒�さ�・�通�風�・�換�気�・�採�光�に�重�

点を置いた学習を踏まえて�，中学校では安全に重点を�置い�

た室内環境の整え方につい�て取り扱うこと」とされて�いる。�

　実際に，本地区の小学校�での授業を参観�し�，指導内容の�

確認を行った。そ�し�て，�「住まいの安全性」�の視点から，家�

庭内事故の防ぎ方や自然災�害への備えに関する授業を�中心�

に研究を進めた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（1）�　�実践的・体験的な学�習活動の工夫�

　生徒が住まいの現状に気�付き，課題をより具体的に�捉え，�

さ�ら�に�そ�の�解�決�方�法�を�見�出�す�た�め�に，授�業�各�場�面�に�実�践�

的・体験的な学習を取り入�れた。�

①�導入において課題意�識を高める工夫�

　災害に備えた住み方を考�える授業の導入で，大地震�によ�

り家屋が倒壊する様子をDVD（映画）�で視聴する。�あらか�じ�

め，室内には過去に起こっ�た大地震で倒壊�し�た家屋の写真�

を拡大�し�たものを提示�し�て臨場感を出�し�た。�

　その結果，写真や映像は�インパク�ト�が大きく，地震によ�

る被害を体験�し�たことのない生徒にも自�然災害が突発的で�

どの地域にも起こりうる�という危機感を持たせること�がで�

きた。�

　このことにより，生徒�の課題意識が高まり，意欲的�に授�

業に取り組むことができ�た。�

②�主体的な学習を導�く工夫�

　家庭内事故防止と災害�に備えた住み方を考える授業�の双�

方で鳥瞰図を使用�し�た。�

　鳥瞰図を用いることに�より，住まいの各空間を具体�的に�

捉え多様な事故を想定で�きた。また，家庭環境の異な�る生�

徒たちが鳥瞰図という共�通の課題をもとに活発に意見�を交�

換�し�た。�

　その結果，生徒は鳥瞰�図の中に実際の生活者をイメ�ージ�

し�て解決することができ�た。�

③�活用する能力と態�度を育成する工夫�

　安全・災害防止対策用�具を準備�し�，生徒が実物に触れ，�

用途を確認�し�たり，使用�し�たりする。�

　実体験を通�し�て，安全・災害防止対策�用具について知り，�

その利用法についての知�識を深めることができた。�

　さらに，自分の生活に�取り入れたい安全策を具体的�に見�

出すことができ，実生活�とのつながりを意識すること�がで�

きた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

●生徒が考えた自分�の生活に取り入れた�い安全策�

　・お風呂の床に転�倒防止マッ�ト�を敷く。�

　・本棚や食器棚が�動かないように滑り�止めを置く。�

　・祖母のために廊�下や階段に手すりを�つける。�

　・情報がすぐにわ�かるよう防災無線を�つける。�

　・災害発生時の非�難場所を確保する。�

実践的・体験的な学習を通�し�て，�
生活に生かそうとする生徒の�育成�

～住生活での実践�に�つなが�る�指導の工夫～�

中学校�

○住居の機能と住まい方�
・住�空�間�と�生�活�行�為�と�の�か�か�わ�
り�
・住居の基本的な機能�
・家庭内の事故の防ぎ方�
・自然災害への備え�
・室内の空気調節の必要性�
・音と生活とのかかわり�

○快適な住まい方�
・整理・整とんや清掃の仕方�
・暑さ・寒さへの対応の仕方�
・効�果�的�な�通�風�ま�た�は�換�気�の�仕�
方�
・適�度�な�明�る�さ�を�確�保�す�る�必�要�
とその方法 �

（2）�学�ん�だ�こ�と�を�実�生�活で�活�用�し�て�い�こ�う�と�す�る�問�題解�決�

的な学習の工夫�

　自分の住まいの問題点�を解決するために，問題解決�的学�

習を取り入れた。具体的�に改善する方法を見出�し�，それを�

解決することにより，実�生活で活用�し�ていこうとする意欲�

と態度が身に付くと考え�，�「安全に住むにはどう�し�たらよい�

だろう」�の本授業を実践�し�た。�

　自分の家の問題点を見�つけ，それを改善するための�方法�

を考え，実践することに�より「自分にもできる」とい�う自�

信が生まれた。このこと�が自分の住生活をよりよく�し�，安�

全で心地よい住まいを目�指そうとする意欲の高まりに�つな�

がると考える。�

5．研究の成果と課題�

（1）�　�研究の成果�

①実践的・体験的な学習を�意図的に取り入れたことによ�り，�

住まいをより身近に感じ�て積極的に関わろうとする生�徒�

が増えた。また進んで学�習に取り組み，住生活に生か�せ�

る知識や技術を習得�し�ようと努力する様子が見�られた。�

②住生活の問題点を見出�し�解決�し�ていくという問題解決的�

な学習を通�し�て，家庭での実践力につ�ながる意欲や態度�

を身に付けることができ�た。�

●災害に対�し�て住まいで気を�つけていること�

　�（授業後の生徒の記�述）�

　・地震対策と�し�て，家具の上に物�を置かない。�

　・地震，火災対策と�し�て非常持ち出�し�袋を準備。�

　・地震対策と�し�て，布団の周りに�家具を置かない。�

　・地震対策と�し�て，家具を倒れな�いようにする。�

　これらの成果はアンケー�ト�結果にも現れている。授業�後�

には「住まい」に関�し�て興味を持つようになった�生徒が増�

えた。特に災害に対する配�慮では，自分の家での実践に�気�

づく生徒が増え，実生活に�結び付けて考えられるように�な�

ってきた。�

（2）�今後の課題�

　�「安全な住まい」�を中心に研究を進めて�きたが，今後は小�

学校との連携や保健体育，�理科等との関連を踏まえ，生�徒�

や地域の現状にあった指導�計画へと研究を深めていきた�い。�

　また，実践的・体験的な�学習の内容と�し�て，社会の動勢�

に合ったものを含めて充実�を図りたい。�

栃木県芳賀地区技術・家庭科研究会　�
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1．は�じ�めに�

　子どもたちが自立的に�生活�し�ていく力を養うためには，�

前提と�し�て自分の生活そのものを意識�し�ていく必要がある�

と思われる。�し�か�し�ながら，子どもたちは自�分のためや家�

族のためといったように�意識�し�て自覚的に生活を�し�ている�

わけではない。小学生で�あればなおのこと，家の人に�依存�

する部分が多いと思われ�る。そこで，今回は子どもた�ちを�

能動的に課題に向かわせ�，生活を意識させ，学習を生�活に�

結びつけていくための授�業実践を報告�し�ていく。�

　�

2．題材について�

　身の回りを清潔にする�ということは，どちらかとい�うと�

子どもにとっては苦手な�ことかも�し�れない。通常の清掃の�

時間などの様子を見てい�ると，好んで清掃活動に参加�し�て�

いるとはいいがたい状況�を目にする。事前の簡単な質�問か�

らも，家庭でこまめに自�分の部屋を清掃，整理整頓�し�たり，�

家族のすごす部屋を積極�的にきれいにするという子ど�もは�

まれであった。このよう�な現状で子どもたちにどのよ�うに�

「身の回りをきれいにす�る」ことを意識づけるかを考�えた�

とき，まず，清掃を�し�たいという意欲を持つ�ように授業を�

組み立てることを考え，�清掃用具の製作を試みた。清�掃用�

具を作るということによ�り，汚れの場所を想定�し�ていかに�

効率よく汚れを取るかな�ど，汚れに意識を向けさせる�こと�

ができる。取り組みが年�末ということもあるので，こ�の題�

材に年末の家庭での大掃�除を取り込み，さらに清掃す�る場�

所によって汚れが異なる�こと，場所にあった清掃方法�があ�

ることに気づき，きれい�になった場所で過ごすことの�快適�

さを実感することで，今�後「身の回りをきれいにする�」こ�

とに意識をむけることが�できるとよいと考える。�

小家の実践�
�

小家の実践�
�

生活を意識�さ�せる授業の実�践�
「お掃除王座決定戦�」�

　３時間目……冬期休暇を�利用�し�て家庭で清掃活動に参加�

し�身の回りの汚れについ�て考える。�

　４時間目……家庭で清掃�活動を�し�て，清掃の必要性や仕�

方について考える。�

4．授業実践�

（1）�　�身の回りの汚れにつ�いて考える�

　まず，児童が普段学校内�のどこの清掃を担当�し�ているか�

話を聞く。そ�し�てその中でどこの清掃が�一番大変かを聞く�

とそれぞれの思いを返�し�てくるので，�「大変と思いながらも�

なぜ清掃をするのか」�という問いかけをする。す�ると，�「汚�

れがこびりついて�し�まうから」�。�「ほこりがたまって�し�まう�

から。�」�「清潔でないと気持ちよく�ないから。�」�など様々な意�

見が出される。�

　そこで，さらに身の回り�をきれいにするためにはど�うす�

ればよいかを考えさせるた�めにみんなで教室の清掃を�する�

ことを提案する。単に清掃�をするのではなく，子ども�たち�

が積極的に清掃に向えるよ�うに「お掃除王座決定戦」�と銘�

打って対抗戦形式で行うこ�ととする。�

　活動場所は各教室という�ことに限定�し�，その中でどんな�

ところが汚れていると思う�かをあげてもらう。すると�，テ�

レ�ビ�の上のほこりであるとか，黒�板の下であるとか，棚の�

上など目に付きやすい場所�があがってくる。�

　そこで，日ごろ気づきに�くいテ�レ�ビ�の裏側や棚と壁の間�

といった�「すみ」�「すきま」�に着目させた上で，そこを�清掃�

するためにはどのような用�具があると清掃�し�やすいか自分�

で考えてみようとなげかけ�，用具の製作を�し�ていく。�

（2）�　�清掃用具製作�

　材料は用具と�し�て利用できるであろう�ものをある程度こ�

ちらで準備する。�

　グループを８つ作り，そ�の中で作業をする。�

用意�し�た材料�：よう�じ�，�凧糸，�新聞紙，�割り箸，�布�（古い下�

着を切ったもの）�，�輪ゴム，�キッチンペーパ�

ー，綿棒，ハンガーなど�

　事前に自分が清掃する�場所のチェックを�し�ているので、�

どんなものを活用すれば�よいか考えながら製作するこ�とが�

可能である。�

　�

「お掃除王座決定�戦」�

　１．事前に教室内を８�つのエリアに分けておく。�

　２．８つのグループを�各エリアに振り分ける。�

　３．自分の担当するエ�リアの汚れを最初にチェック�する。�

　４．どこが，どのよう�に汚れていたか発表する。他�のグ�

ループの児童はその発表を�聞いて，必要に応じてワー�

クシー�ト�に記入�し�ておく。�

　５．それぞれのグルー�プが発表�し�た汚れを参考に�し�なが�

ら，８つのエリアの清掃前�の汚れの状態を自分自身で�

チェック�し�ておく。�

　６．清掃用具考案・製�作�

　７．清掃開始�

　８．�ア�ピ�ールタイム�（グループ内でどの用具が�どのように�

役に立ったか発表する）�

　９．清掃後の各エリア�を全員でチェック�し�，一番きれい�

に清掃できたと思うグルー�プを選ぶ。�

　10．�「お掃除王座決定」�

（3）�　�清掃活動�

　お掃除王座決定戦の活�動の中で製作�し�た清掃用具には，�

新聞紙で作ったはたきの�ようなもの，割り箸の先に布�を巻�

いて作った綿棒状のもの�，ハンガーを伸ば�し�て先に布を巻�

いたもの，自分の定規ま�でも組み込んでいるものなど�様々�

な用具が考案された。�

　事前にチェック�し�た汚れを参考に�し�て，その汚れ具合や�

場所などに見合った工夫�がされていた。�

　また，家庭で新聞紙を�使って窓を拭いているという�児童�

もおり，その知恵を仲間�で分かち合いながら活動する�姿も�

見られた。�

　短い時間の中で児童は�可能な範囲で棚を動か�し�たり，も�

のを移動�し�たりするなど，通常目にとま�らない場所に目を�

配り，意欲的活動が見ら�れた。�

（4）�　�お掃除王座決定�（清掃の振り返り）�

　清掃終了後，どのグルー�プの清掃が一番よかったかを�審�

査させる。�

審査方法：�

・清掃を�し�てみて，自分のグルー�プ内の誰が作った用具が�

どのように有効であった�か発表させ，それも審査の対�象�

に入れるようにする。�

・発表後それぞれの清掃エ�リアを順番に見て回り，汚れ�が�

どの程度きれいになった�かをチェックする。�

・一番きれいに清掃できた�と思うグループを授業用紙に�記�

入する。�

　以上のような方法で審査�を�し�て，最終的に得票数の多�か�

ったグループを「掃除王座�優勝」と�し�，手作りの賞状をわ�

た�し�た。�

　�

5．成果と今後の課題�

　実践を通�し�て感�じ�たことは，子どもたちが自分�たちで工�

夫�し�て汚れや場所に見合っ�た用具を作ることに対�し�て非常�

に意欲的かつ，積極的だっ�たことである。�

　通�常，�「清�掃�活�動」に�対し�て�前�向�き�で�な�い�子�ど�も�た�ち�が�

「用具を作る」という作業�を通�し�て，清掃することの意味�

を意識�し�，活動できたことは有意�義なものであったと思わ�

れる。�

　この後，�「年末の大掃除に参加す�る」�という課題を出�し�た�

ところ，この授業内容を生�か�し�て活動できたという報告�が�

多くあり，身の回りをきれ�いにすることの意味を実感で�き�

るものとなったように思わ�れる。�

　今後の課題と�し�ては，この「身の回り�をきれいにする」�

意識をどのように持続させ�ていくかという点について検�討�

し�ていきたいと思っている�。�

東京学芸大学附属小金�井小学校　�宮下　�理恵子�

3．指導計画�（指導時間…4時間）�

　１時間目……身の回り�の汚れについて考え，清掃用�具を�

製作する。�

　２時間目……製作�し�た用具を用いて，教室�の清掃をする。�

・�・�・�・�・�・�・�・�



新学習指導�要領�に�対応�し�た�
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ガイ�ダン�ス�の学�習は�ど�のよ�う�に�

進めればよいですか�？ �

家庭科　�Ｑ＆Ａ�

Ｑ� 小学校では，�第４学年までの学�習を振り返り，�２学年間の学習�の見通�し�が立て�

られるように�し�ます。例えば，次の�ようにすすめること�が考えられます。�

●小学校�入学頃か�らの自分�を振り返�り，自分の周�りの衣食�住の生活�がどのよ�

うに営まれていて�どのように自分の成長�にかかわってきたか�を考える。�

●家庭生活�の中で自�分ができ�るように�なったこ�とは家族�の理解に�支えられ�て�

きたことに気づく�。�

●２学年�間で学習�する内容�と他教科�との関連�や，これから�の学習を�通�し�て自�

分ができるように�なりたいこと，２年後�の自分をイメージす�る。�

中学校では，�小学校家庭科の学�習を踏まえて，�３学年間の学習�の見通�し�が持て�

るように�し�ます。�

Ａ�

新学�習指�導�要領�では�ス�ト�ー�リ�ー�

性を�重�視�し�て�い�ます�が，ス�ト�ー�

リー�性�をど�の�よ�うに�捉�え，ど�の�

よう�な指�導�計画�を立�て�たら�よ�い�

ですか。�

Ｑ� ス�ト�ーリー性とは，�「教科の目標を踏まえ�，�目指す子どもの姿�に近づけるため�

の�目�標�や�道�筋�の�こ�と�を�指�す。�」�（�本�誌『教�育�の�目』p.２�参�照�）�と�示�さ�れ�て�い�ま�

す。�

例えば，�学年ごとに大きなテー�マを設け，�そのテーマに沿って�各題材を構成・�

配列�し�ていくと，�題材と題材をつなぐ�ス�ト�ーリーができます�。�子どもたちにこ�

のス�ト�ーリーを示すことに�よって，�小学校では２年�間の，�中学校では３年間�の�

学習の見通�し�ができるようになりま�す。�

Ａ�

新学習指導要領では�「�食」�の学習�

で小�学校�に�五大�栄養�素�が入�っ�て�

きま�し�たが，ど�の�よ�うに�取�り�扱�

うとよいですか。�また，�中学校と�

の区別化はどう�し�ますか。�

Ｑ� 五�大�栄�養�素�の�学�習�は，小�学�校�で�は�名�称�（�炭�水�化�物，脂�質，た�ん�ぱ�く�質，無�機�

質，�ビ�タミン）�や体内での主なはた�らきを学習�し�ます。�「ごはん・みそ�し�る」�の�

学習と関連づけ，�例えば，�ごはん・みそ�し�るを組み合わせた食�事の例などをも�

とに�し�，使わ�れている�食品を３�つのグル�ープに分�類�し�て書�き込める�ようにす�

るなどの工夫をする�と生きた知識と�し�て理解�し�やすくなります�。�

中学校では，�小学校での基礎的�な事項を踏まえ，�いろいろな栄養素が�相互に関�

連をもちな�がら健康�の保持増�進や成長�のために�役立って�いること�が理解で�き�

るように�し�ます。�

Ａ�

小学校の�「�ごはんとみそ�し�る」�の�

学習�はど�の�時期�に扱�う�とよ�い�で�

すか。�

Ｑ� 食育の充�実が推進�されてい�ることや，ご�はんとみ�そ�し�るは�小学校家�庭科の中�

での唯一題�材指定さ�れたもの�であるこ�とや日本�の伝統食�と�し�て扱�うことに�な�

っている�ため，早い時�期に食�事の基本�と�し�て学�習�し�，１食�分の食事�づくり�や，�

家庭での食事づくり�の実践に生かすことが�大切です。�また，�理科の植物の発�芽�

「イネとでんぷん」�，社会の食料生�産�「�米の生産」�等，他教科５学年�の学習と�

関連させて指導がで�きるので，�５学年に設定すると�，�相互の学びが深�まって効�

果的です。�

さらに，総合的な学�習の時間�「�学校園での稲刈り」�とも関連させて学�習ができ�

ます。�

Ａ�

統合�され�た�衣生�活・�住�生活�の�扱�

い�（�小�学�校「快�適�な�衣�服�と�住�ま�

い」�，中学校�「�衣生活・住生活の�

自立」�）�で�は，衣�と住�を�ど�の�よう�

に統合�し�たらよいですか。�

Ｑ� 新学習指導要領�では，�衣服と住まいについて�，�「衣服は身体にも�っとも近い環�

境」�，�「住まいはそれを�さらに外側から取り巻�く環境」�と�し�，�相互に関連�し�なが�

ら人間を取り巻�く環境をつくっている�ものと�し�て捉えています。�

小学校では，�「衣服の着用と�手入れ」�，�「快適な住まい�方」�，�「生活に役立つ物の�

製作」�の学習を通�し�て，�身の回りの快適さへ�の関心を高め，�その大切さに気づ�

き，衣服，住ま�い�及び製作�に関す�る基礎的�・基本的�な知識�及び技能�を身に�つ�

け，衣生活や�住生活を�よりよくし�ようと�する実践�的な態度�を育てる�ことが�ね�

らいです。�

例えば，基本�的な内容�（衣服の�働き，季節に�合わせ�た住まい�方など）�は５年で，�

応用的な�部分は６�年で学習�すれば，５年�と６年の�学習がス�パイラル�に展開�で�

き，くり返�し�の学習に�よって，子�どもの生�活に実感�を伴っ�て定着�し�ていき�ま�

す。�

中学校では，小�学校での�「�快適な衣服と住まい」�に加えて，豊か�な衣生活・住�

生活を営むため�の基礎的・基本的な内�容を学習�し�ます。�

Ａ�

統合�され�た�衣生�活・�住�生活�を�学�

習す�る時�期�はい�つ頃�が�よい�で�す�

か。教科�書�での�し�く�みは�ど�のよ�

うなことが考え�られますか。�

Ｑ� 人間を取り巻く�環境と�し�ての�「�衣」�と�「�住」�ですので，子どもた�ちが一番実感�

できる時期に設�定することが効果的で�す。�そのことを考えると�，�冬の寒い季節�

には「暖か�い着方」や「暖�かい�住まい�方」を，夏の暑�い季�節には「涼し�い着�

方」�や�「�涼�し�い住まい方」�を学習することと�大きな効果が期待で�きます。さら�

に２学年を通�し�て定着を図ることが重�要です。�

これらを総合的�に考えると，５年で�「�寒い季節を快適に」�，６年で�「�暑い季節�

を快適に」と�いう題材�設定をす�ることが�大きな学�習効果を�もたら�し�ますの�で，�

教科書でもその�ような配列が望まれま�す。�

Ａ�

学習し�た�こ�とを�基に�家�庭生�活�に�

生かし�，家�庭実�践�に�つな�げ�るた�

めに，ど�の�よう�な�工�夫が�考�えら�

れますか。�

Ｑ� 学習指導�要領で重�視された，学�習�し�たこ�とが家庭�実践にス�ムーズに�移行で�き�

るように�するため�の効果的�な工夫とし�て，長期休�暇中を最�大限活用�するこ�と�

が考えられます�。�

そのためには，�ヒン�ト�と�し�て，�多くの題材の例示が�あると効果的です。�従来か�

ら開隆堂版小学�校家庭科の教科書には�「�チャ�レ�ンジコーナー」�が設けられてい�

ますが，これは�まさにそれを意図�し�たものです。�

学習�し�たことを家庭生活�で実践�し�，�「できる自分」�を発見�し�，�「家族のためにで�

きる自分」�の存在を喜び，�「家族の一員」�であることを自�覚�し�ていくことによ�

って，�自己肯定感をはぐく�むことにつながります�。�小学校教科書では例�示が多�

く掲載できるよ�うに，ページ数もアイ�デアも多数紹介�し�ています。�

中学校では，�学習�し�た知識と技術などを�活用�し�，�これからの生活�を展望する能�

力と実践的な態�度をはぐくむ視点で，�「生活の課題と実践」�に関する学習事項�

が設けられ，選�択�し�て履修することに�なります。�

Ａ�

チャレンジ�

コーナー�

寒いときは�
どんなものを�
着ているかな。�

太陽の光を�
利用する方法には、�
どんなものが�
あるだろう。�



◆小学校家庭科 2年間で学ぶ調理実習と�

ツ�ナ�ポ�テ�ト�サ�ラ�ダ�

＊�印�お�よ�び�　�＊�＊�印�は�，�　�そ�れ�ぞ�れ�の�中�か�ら�一�つ�を�実�習�。�
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テ�ーマ� できることを増や�し�ていこう�

は�じ�めての調理�（ゆでる調理…�5年生のスター�ト�）�

ゆでたまご� ゆで青菜� ゆ�で�野菜サ�ラ�ダ�

ごはんとみそ�し�る�

ご  は  ん� みそ�し�る �

ミシンぬいにチャ�レ�ンジ�＊�

ラ�ン�チ�ョ�ン�マ�ッ�ト� クッション� カ�フ�ェ�エ�プ�ロ�ン�

針�と�糸�に�チ�ャ�レ�ン�ジ�（5年生の�ス�タ�ー�ト�）�

ネ�ー�ム�プ�レ�ー�ト�テ�ィ�ッ�シ�ュ�ペ�ー�パ�ー�入れ�

★身�じ�たくを整え，衛生面�に気をつけて作業に�取り組むようにする。�

★ガスこんろを安全�に操作�し�，炎を調節できる�ようにする。�

★あとかたづけの�し�かたや，生ごみの�し�まつができるようにす�る。 �

★�さ�い�ほ�う�用�具�は�，�児�童�
の�実�態に合わせ�て�適�
切に�そ�ろ�え�る�よ�う�に�す�
る�。�
★�特に針�・�は�さ�み�な�ど�の�
安�全�な�使�用�に�は�十�分�
に�配慮�す�る�。�
　�た�と�え�ば�，�針の�使�用�前�
後�の�本�数�の�確�認，�は�さ�
み�の�手渡�し�方�な�ど�。�
★玉�結�びや�玉�ど�め�を�，�繰�
り�返�し�練習�さ�せ�る�

実習題材�

実�
習�
例�
 � ★日�本�の�伝�統�的な�日�常�食�と�し�て�の�ご�は�ん�やみ�

そ�し�る�に�関�心�を�も�ち，配�ぜ�ん�が�で�き�る�よ�う�

にする。 �

製�
作�
例�
 �

くふうして，生活に生かそう�

朝のおかず�＊�（いためる調理�）�

三色野菜の油�い�た�め�ス�ク�ラ�ン�ブ�ル�エ�ッ�グ�

いろいろなおか�ず�・�楽�し�い食事�＊＊�（6年生のまとめ）�

粉ふ�き�い�も� ジ�ャ�ー�マ�ン�ポ�テ�ト�そ�の他の調理例�

★フラ�イパ�ンを用�いて�油を�使い，短時�間で�いため�

ることができるように�する。�

★油よ�ごれの�用具�や食器�のあとし�ま�つがで�きるよ�

うにする。�

★�じ�ゃがいもの皮むきが�できるようにする。�

★おなじ食品でも�，�切り方，�加熱の�し�かた，�調理の�

し�かた，�味のつけ方により�，�いろいろな料理がで�

きることが分か�るようにする。 �

注記�

★ミシンの安全な取り�扱い方を徹底�し�て，�一人で操作�し�，�直線ぬいがで�

きるようにする。�

★作品例を用意�し�て，個々に対応で�きるようにする。�

★作品を考え，計画を�立てて製作できるよ�うにする。�

★つくるものの�大きさに合わせて�紙でつくるなどし�て，製作の見通�し�

が持てるようにする�。�

★アイロンを安全に使�い，三つ折りぬいが�できるようにする。�

★角のぬい方に気をつ�けて，直線ぬいがで�きるようにする。�

★�い�ろ�い�ろ�な�作�品�例�を�

用�意�し�て�，�個�々�に�対�

応�で�き�る�よ�う�に�す�る�。�

★�い�ろ�い�ろ�な�ぬい�方�の�

特�徴�が�分か�り�，�ぬ�う�こ�

と�が�で�き�る�よ�う�に�す�る�。�

★�ま�ち�針�を�正�し�く�と�め�る�こ�

と�が�で�き�る�よ�う�に�す�る�。�

 �

生活を楽�し�くするもの�＊＊�

マイバッグ � ななめナップザック� エ プ ロ ン� まくらカバー�

★作品例を用意�し�て，個々に対応でき�るようにする。�

★布を用いて生活�に役立つものを考え�，計画を立ててつくる�ことができるように�する。�

★ゆるみを加え，�できあがりの大きさ�を決められるようにす�る。�

★目的に応じて適�切にぬうことができ�るようにする。�

野菜�の�ベ�ー�コ�ン�
ま�き�焼�き�
（粉ふ�き�い�も�の�つ�け�合わ�せ�）�

布を用いた製作例�

そ�う�さ�

製作題材�

つくった物を�
家族にプレゼント�
してもいいね。�


